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内容：絵画や彫刻、陶芸のような創造的・創作的な趣味は、心の健康を維持する 

出典：Creating arts and crafting positively predicts subjective wellbeing. 
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********************************************************************** 

クラフト制作やアーティスティックな活動は、心の健康に良く、人々の人生に対する価値観を予測

する上で有意に影響するか、英アングリア・ラスキン大学の研究者らが調査して、その詳細は、

「Frontiers in Public Health」に 8 月 16 日掲載された。 

英国のデジタル・文化・メディア・スポーツ省が毎年実施している調査「Taking Part Survey」への

2019〜2020年の参加者 7,182人のデータが解析された。対象者の 37.4％が過去 12カ月の間に、

絵画やドローイング、彫刻、写真撮影、刺繍、パソコンでの音楽やアートの制作、陶芸などのアート

やクラフトの制作（creating arts and crafting；CAC）を 1種類以上行っていた。解析の結果、過去 12

カ月間における CAC の実施、健康状態、年齢増加、居住地域の豊かさは人生に対する満足度を

予測する重要な因子であり、中でも CAC は居住地域の豊かさよりも強く影響することが明らかにな

った。また、CACは人生に対する価値観や幸福感にも有意な影響を与え、人生に対する価値観に

対しては雇用状況と同等以上の影響を及ぼすことが示された。一方で、CAC は孤独感や不安に

は有意な影響を与えていなかった。CACの影響は雇用状況が与える影響よりも強かった。これは、

CAC が達成感をもたらすだけでなく、自己表現への有意義な手段でもあるためだろう。仕事は、必

ずしも自己表現の手段となるわけではない。 
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